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産学公技術交流会

地方独立行政法人 東京都立産業技術研究センター内

循環型技術研究会

一般社団法人 山梨工業会東京支部

２０１６年２月２０日（土）

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
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産学公技術交流会　目からうろこ第１２弾

期待の高まる注目の技術 －

－

‐

主催／　 地方独立行政法人　 東京都立産業技術研究センター内循環型技術研究会

一般社団法人　　　 山梨工集会東京支部

協賛／　 ＩＴｂＯＯｋ （株）　　 ＮＴＴ空間情報（株）　　　 オリンパス（株）

（株）協和エクシオ　　 （株）電集社機械製作所　　　 富士ゼロックス（株）

富士電機（株）　 （株）横河ブリッジホールディングス

日時／　 ２０１６年２月２０日 （土）

会場／　 東京都立産業技術研究センター （５Ｆ　 講堂）

住所　　東京都江東区青海２－４－１０（ゆりかもめ「テレコムセンター」駅前）　

講演会参加費　　１，０００円　　　懇親会参加費　　３，０００円

13:30 ～13:35

13:35 ～14:15

14:15 ～14:55

14:55 ～15:10

15:10 ～15:50

15:50 ～16:30

16:30 ～17:10

17:10 ～17:15

～19:00

開会挨拶

通信建設会社が取り組むICT ソリューション事業

株式会社協和エクシオ

ICT ソリューション事業本部長　取締役　常務執行役員

製品開発を支える音響計測技術

東京都立産業技術研究センター

開発本部　開発第一部　光音技術グループ　主任研究員

休憩

品質向上に向けたワイン用ブドウの栽培管理

山梨県果樹試験場　研究員

飛躍する日本ワインとその現状

サントリーワインインターナショナル株式会社

技術顧問

医療用４Ｋカメラの実用化

ソニー・オリンパスメディカルソリューションズ株式会社

代表取締役副社長　　深谷　孝氏　　　　取締役

閉会挨拶

懇親会

１

大坪康郎氏

服部　遊氏

渡辺晃樹氏

村上安生氏

渋谷　昇氏

，･･･●yＪ ’
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会 場 案 内

正面玄関
(12 時～14 時のみ開放)

２

通用口

(正面玄関閉鎖時)

lＳ親会会,
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講 演 資 料

通 信 建 設 会 社 が 取 り組 むICT ソ リ ュ ー シ ョ ン 事 業　 ■　■　Ｉ　　■　■　■　　　Ｐ５

株式会社協和エクシオ

ICT ソリューション事業本部長　 取締役　 常務執行役員　　 大坪康郎氏

製 品 開 発 を 支 え る 音 響 計 測 技 術　 ■　■　■　Ｉ　　■　■　●　■　　■　■　朧　●　■　■　　　Ｐ１３

東 京 都 立 産 業 技 術 研 究 セ ン タ ー

開 発 本 部　 開 発 第 一 部　 光 會 技 術 グ ル ー プ　 主 任 研 究 員　　 服 部　 遊 氏

品 質 向 上 に 向 け た ワ イ ン 用 ブ ド ウ の 栽 培 管 理　 ■　■　■　■　■　■　■　■　　　Ｐ２１

山梨県果樹試験場　　　　　　　　　　　　　　　 研究員　　 渡辺晃樹氏

飛 躍 す る 日 本 ワ イ ン と そ の 現 状　 ■　■　●　■　　●　■　　・　・　　・　■　　Ｉ　・　・　・　　　Ｐ２９

サ ン ト リ ー ワ イ ン イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 株 式 会 社

技 術 願 問　　 村 上 安 生 氏

医 療 用 ４ Ｋ カ メ ラ の 実 用 化　 ■　●　朧　■　●　Ｉ　　圃　■　■　■　■　■　●　■　■　●　　　Ｐ３５

ソ ニ ー ・オ リ ン パ ス メ デ ィ カ ル ソ リ ュ ー シ ョ ン ズ 株 式 会 社

代 表 取 締 役 副 社 長　　 深 谷　 孝 氏　　　　 取 締 役　　 油 谷　 昇 氏
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防犯監視カメラ市場の動向　　　　　　　　　s)650

● 市 場 は 拡 大 傾 向　

①2020 年に向けて､今後も防犯監視カメラ市場が拡大していく見込みとなっている　　　･

国内では東京五輪に向けて街頭監視の需要拡大。　　　･

テロ対策などのため､公共施設や交通機関に画像解析機能を持つネットワークカメラ
システムの需要が高まっている。　

②カメラは､顔認証､人数カウント､車番認識､３Ｄカメラ等インテリジェント機能の開発　
が進んでおり、「解析」部分で斬しい市場の開拓が可館になった。　

③国（中小企業庁）／自治体において､まちづくりや防犯強化の目的で補助金が出る　
場合があり､ユーザー負担が軽減される。　　

（ 例）通学路防犯､ 商店街防犯 等　

④食の安全意識の高まりにより､食品工場への導入が活性化している。
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通 信 建 設 会 社 が 取 り 組 む　　　

IＣTｿ ｼﾞ2z －ｼｮ: ン 裏 業　　　　　

鴫　　　
株 式 会 社 協 和 エクシオ

… …:　　 、、 ｀　　　　ICTｿﾘｭｰｼｮﾝ 事 業 本 部･･･

…… …‥ ‥‥　　 ‥‥‥・　　　　　　　 大 坪 康 郎
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防犯監視カメラ現在の主流　　　　　　　　　E)＆O
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防犯監視カメラ ラインナップ　　　　　　　E) くEO

｜　　　　　お客様のニーズに合わせて、最適なシステムを提供　　　　　｜

１ ． ネットワ ークカメラ／ ＮＶＲ 各 社　

①130 万罷業 ～2500 万画業 高解像度カメラ　
②48 万画素 廉価版カメラ　

③3600 全方位カメラ　
④インテリジェントカメラ（人数カウント､勘線管理､等）　
⑤顔認識 カメラ　

⑥自動追尾 カメラ　
⑦街頭防犯カメラ　
⑧高性能ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾋ ﾃ゙ﾞｵﾚｺｰ ﾀﾞｰ （本部様 集中監視対応）　
⑨廉価版ﾈｯﾄﾜｰｸ ﾋ ﾃ゙ﾞｵﾚｺｰ ﾀﾞｰ

２ ． ＨＤ-ＳＤＩ／ＡＨＤ ／ アナログカメラ／ＤＶＲ 各 社　　

※ネットワークの帯域に左右されない為､映像か●疆しないﾒﾘﾂﾞﾄがあります。　

①130 万罷業～200 万習業 高解像度カメラ　
②48 万覇案 廉価版ｶﾒﾗ　
③HD-SDI/ アナログ兼用 ハｲﾌﾞﾘｯﾄＤ゙ＶＲ
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比 較 ：ＨＤ-ＳＤＩ ハイビジョンカメラとアナログカメラの差 全方位３６００カメラ魚眼ﾚﾝ ｽ を゙使うメリット　　E)くEO
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一般的なｶﾒﾗ（複数台による監視）　　　　　　　MOBOTIXQ25ｶﾒﾗ（1台で360°ﾓﾆﾀﾘﾝ ｸ ）゙　

一般的なｶﾒﾗ は死角が出来やすい･･･　　　上から見下ろせる全方位ｶﾒﾗ により、　

隠れが出来てしまう…　　　　　　　　　　 死角なく監視可 能！
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拠点完結型

:Tｔ と_２ Ｕ　 １ピル内四 鄙鵬
各カメラの集中監視

必要な録画映像の抽出
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[ビル内 書儡室 様j

・各カメラの映像録画
・モニタリング

・必要な録画映像の抽出
・ＮＶＲ本体での操作

● Ｕ.様 例

・録画／モニタリング

・ＲＡ】Ｄで30 日間録画
・フルＨＤカメラを使用

－秒閥10 フレームで録画
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多 拠点 本部集中監視型 商店街 の監視カメラシステム構成イメージ
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● 遍象業種
・小売チェーン／ ホデルヲ`エーン／ 麗ａＴｊｓ／ ピル管理 等

●拠点②　　　　　　 ●拠点①　　　　　　　　 ● 本社様
ｙ ｙl
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● 拠点 ③
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Ｐａ Ｅ Ｈ Ｕ Ｂ 既皿ＶＰＮ ルータ

VＰＮ、
または

その他回線

各拠点の映像録画

各拠点の集中監視
必要な録圖映像の
ＰＣでの操作

ＰＯＥＨＵＢ　　 肩置ＶＰＮルータ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ａ皿‘　　　　　　　　　　　 Ｓ

倉庫等の安全対策としてのカメラ　　　　　　　E)6 ≡O
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口『栽培現場の見える化 』と『ノウハウの情報化 』をサポート

ロ 農作物を取り巻く微気象環境と､農作物の生育状況のデータを記録･蓄積
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センターネットワーク構 成

センサーネットワーク

最大18 台
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挑ミ 末から
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初 め て の 土 地 で も し つ か り ナ ビ　　　　　　　　 Ｅ ）ζ

ｙ 仙仙･ 観光情 報を″ｌｏ Ｄｏ″形 式で表します｡ まず｢観る｣｢ 翼う｣｢ 食べる｣｢ 泊まる｣｢ 撮る｣｢ 乗る｣のカデゴ

リーを設けて､それぞれの施設･ スポットで｢どんな体験が` xrきるのか？｣をＴｏＤｏ形式で示します。

y ＴＯＤＯのーつを選択すると､施設･ スポット詳細圖圖 こ遷移し､ 文章･圖 偉･音声で当該施設･ スポットをご紹

介します｡さらに、ＮＡＶＩボタンを押 すと施設･ スポットまでの道 程竃ご案 内します。

何ができるのかを

ＴＯＤＯ形 式で表示

會戸ガイダンスや
●●で右観光案内
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Ｇ空 間 ：ナビゲーション

日光街狐きナピ 京都蔵鱒寺1 ビ えぴな元気ナビ

多 言 語対応で“おもてなし″

多 言 語 対 応 の 文 字 、音 声 、映 像 で『おもてなし』、

災 害発 生 時 の 避 難 誘 導も多 言 語で対 応 可 能 。

（日 本語･英語･中国語（簡体･繁体）･韓国語などに対応）。
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地元 ならではのお勧めルート 専属ガイドさんのようなきめ細かい観光 案内

ｙ ＡＲ（拡 張現 実 ） のエアタグ等 できめ細 かく現 地をガイドします。

≫ エアタグをタップ すると詳 細な観 光案 内をします。

≫ 普 段使っているＳＮＳに投 稿し、旅の感 動をお友達とシェアできます。

ｙ 投 稿 画 面には、自動 的 に直 前 画 面のキャプチャーが添 付されるので､ 風 景を表 示 すれば

より高い拡 散効 果が 得られます。
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ｙ テーマや齢 笛 時 間 により絞り込 まれた、「おす すめル ート」は､ うちひとつを 遇 択 することで地 図 上　

にそのコースを表 示 することが` て!きます｡ ここで「ナビ開 始 」ボタンをタップすると､ 現 在地 からのナ

ピが 始 まります｡ 地 図 上 の 立 寄り地 点 をタップするとその詳 細をご案 内します。

ｙ トップ 面 面 からマイルートを選 び､ 利 用 者 が立 ち寄り（たい ）地 点 をあらかじめ地 図 画 面から遇

択して､ オリジ ナルのコースを作 成 することもできます｡ また､ 作成 したコースは 随時 に呼 ぴ 出すこ

とが出 来 ます。
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昌 器 畠 ａｓ ａ 武r “ 向　N-

省電力型のBluetooth Low Energy（2.4GHz帯で免吽不
ssltxsJ1;?? ）を繍田し､ﾎﾞﾀﾝ型電池等で1年程度､持｡,,,.
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施股内 の現在いる場所を特定して､艦19内を自動的にガイド案内することが` i!きます
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とう 道/ト ンネル　　　　 Ｂｅａｃｏｎ(設置 間隔約50m)

617 ‰μ
・とう道 （トンネル ）内の現 在位置の把握

・作業場 所/補修場所の 位置特定 （目 印として利 用）

・作業 員、作業車 両の位置把握 （見守り）

・危 険地 域に近づ くと端末 にアラート発生

・緊急 時にグラウト から避難通知

※時速30kmyh未満で移動する作業車両のみを特定できます。

現在位置把握　 現在位置把握

（端末所持者） （安全管理者）
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音 に よ る 製 品 の 価 岫

目目川目目目目目目卜目目目目目出目川 目目目目目目目目目目目目目卜11111111111111111111111111111111… … … …… … …｡ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

製品から発する音は製品の価値判断に大きな影響を与える。

音質による経済評価の一例

価格、機能、音質などが違う掃除機を比較

(平均価格：３万円)

音の大きさと甲高さが価格に影響を及ぼす。

・５ｄＢの稼働音変化に対する評価額: ３,３４７円

・０.２５ａｕｍのシャープネスの変化に対する評価額: ３,６９２円

::::ごこ にこ に こ よま7 こ:７ ｀”

付 加 価 値 の高 い 製 品 開 発の た め に は

音 を的 確 に 測 定 ・評 価す る こと が 必 須
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製品から発する音は製品の価値判断に大きな影響を与える。
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掃除機の分析結果

5 ｋＨＺ付近の騒音

どんな高さの音がどこから発生しているか分かる
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音を測る部屋　　 無響蛍 丿半無 響室 ’一 一 ・一一‘･一一････i

機械装置の製品開発支援

騒音測定

ｙ騒音レベルの測定

ｙ周波数分析

掃除機、冷蔵庫

扇風機・サーキュレータ

エアコン、空気清浄機

パソコン、プリンター

モータ 、コンプレッサ　など
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音響材料（吸音材）の製品開発支援

材料の吸音性能を測定（吸音率）

吸音材

・音を吸収する 材料

・騒音の低減や残響時間の調整に用いる

ｙ 反射性が高い壁・床・天井

(残響時間か長い)
ｙ 平行な壁面を持だない

吸音材有り・無しの残響時間を
計測し、吸音率を算出
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音響材料（遮音材）の製品開発支援

材料の遮音性能を測定( 透過損失)

結合残響室で測定するもの

壁材、床材、ガラス、防音シート、

道路の防音壁、

サッシ、ドア、パーティション

など

受音室　　　　　　　音蕭室Ｌ ぷ|1　1

．ａ。　111
膠

ｙ ２つの隣り合った残響室

音源室と受音室の

音の大きさの差を測定
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騒音レベノ弓
音声明瞭1
周波数分4

�騒音レベル�音声明瞭度

従来品 �69 dB �43 ％

ﾋﾟｰｸｶｯﾄ �65 dB �51 ％

高城低減 �56 dB �78 ％

開発品 �56 dB �79 ％
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音響性能の評価方法
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フード生地の音声透過性向上　｜

防音膜により耳元の騒音低減

騒音を約1/４に低減

明瞭な音声が聴取可能
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日本ワインコンクール

・2003 ～山梨県において開催

・ 著名な外国人審査員を含む25 名の審査員により、厳正

かつ公正に出品ワインの審査
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・ 平成10 年に37 万kLでピーク

・ ここ数年微増傾向にある
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・2015 年は752 本がエントリー(県内333 本)

・ 金賞27 本(県内15 本)
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山梨県果樹試験場醸造ブドウ栽培科

・2008 年新設

・ 北杜市明野町(標高700m)

・ 栽培試験専用圃場(65a)

・ 醸造用ブドゥの高品質に向け

た栽培技術の確立(2009 ～)　

①本県に適する仕立てや

整枝･剪定方法の検討

②台木品種の影響

一 樹齢8 年生(2015)

申忿鴫域

Ｃ 乱

．

ズ 乱 三

午午　
－ ヤ

謡 ゴ

輿 ●暗 晦

-　　

-

m

W　

IW

元月●　よm

㎜m

w 〃
－ ，

・－　"
曹t㎜

・士･銅鐸亀域

|| ｜

５

さて、

ブドウはどのように作られるか ？

Ｉ

Ｉ

Ｉ

樋 ﾐ4

生食用ブドウと醸造用ブドウ

・ 果粒が小さい

一種ありが基 本

・ フォクシー臭×
８

Ｅ

泄
一
泗
湘
鼓

茸
鷲

茄

・ ワイン品質向上にはブドウ品質の向上！

→適切なブドウの管理作業が必須！

・ブドウの生育期間は長い！

→ブドウを作る人も大変なんです

・ 果粒が大きい

一種なし栽培が基本

・フォクシー臭○



回

年間の

ワイン用ブドウの栽培管理

|?　　　

‥
(1)剪定･仕立て

(２)芽そぎ(休眠芽そぎ)

(３)副芽かき

(４)芽かき

(５)台芽かき、不定芽かき

(６)新梢の誘引

棚仕立て

(７)摘心、新梢管理(

８)副梢切除

(９)除葉

(10) 摘房

(11) 収穫前調査(12)

収穫･選果

長梢剪定 ×字整枝

９

主枝　　　 亜主枝　一 側軸
長 梢 剪定 の 整 枝 方 法( イメージ 図)

(出典:葡萄の郷から､山梨県果樹園芸会)

・（生食ブドウで多い剪 定･ 仕 立て方法 ）

・ ３～8 本/10ａ 11
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S2

垣根仕立て

:60 ～

摘心一新梢管理
先端や肢から出た新梢(

枝)を刈り込む作業

葉で生産された栄養分

Ｅ
ぬ

ヨ

13

雨 が 多 い → 新 梢( 枝) が 伸 び る　 ｉ

１_　Ｗ　　　　　　 －　　　　　　　 －　１

I ■ 新 展 葉 し た 葉 ＝ 病 気 に 弱 い

■ 余 分 な 部 分 を 切 除

｜　　　 → 効 率 的 な 農 薬 散 布

L............-.._-.._............--..._.
■■■■

－
ｊ

‐
‐
‐
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

．

Ｃ

Ｊ

１

垣根仕立て

長 梢( ギヨ)剪 定　　　　　　　　 短 梢〔ゴルトン 〕剪 定

----¬㎜■■㎜■　㎜■

山 梨 県 果 樹 試 験 場 で は 整 枝･ 剪 定 方 法 の 研 究 中
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イソブチルメトキシピラジン

(IBMP)
'－ 　　　　　　　　 Ｉ

・ 赤 品種( 特 にカベルネ･ソーヴィニョン)

に特異的

・ 野菜の青臭い香り(ピーマン臭)

・ 土壌から来るのか‥・？

・ 生育中に作られるのか‥･？

・どのようにして作られるか不明

・ 菌類･バクテリアの代謝によるものか

・ 日光により減らすことができる

口
ｏ

Ｊ

哺
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Ｑ
Ｑ
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Ｘ
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1
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a
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Ｊｏ

弱

１

／
ｌ

ｄ
）

et al.

日光が果実のIBMP

に与える影響

D ａｙＳ Ｐ ＯＳ 寸-ｂｌｎｎ ｍ

18

（出奥:ボルドー大学）20
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のIB Ｍ の 化

(ベレーソン始めおよび収穫期)

卜々 かj

’
　

丿ゆ
　
　
　
　

実

丿

葉
　
　
恥
　

葉

果
一

若
　

間
　
　

基
　
　

丿

中

23

IBMP の特徴

・ 光 感 受 性 が 高 い（お そ ら< 分 解 され る ）

ＩＢＭＰ｀j゙  250̈ 7 2, ３ＭＭＰ （2000 倍 香り低 い）

・　基 葉( 成 熟 葉) で合 成される　

Ｏ

早期に除葉して、基葉を取り除く

Ｏ

果実に光を十分当てる 22
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収穫適期とワイン品質の関係

醸造ブドウの成熟曲線

9/11　9/18　9/25　10/2　10/9　10/16

収穫

の収穫方法の紹介

ｱﾝﾄｼｱﾆﾝ 含 量(

同/ ｃｍ２果 皮)

0
0
0
0
0
0
0
0

8
7
6
5

0
0
0
0

0
0
0
0

4
3
2
1
0

一糖度

一酸含量

-ｱﾝﾄｼｱﾆﾝ 含量

25
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０

収穫適期とワイン品質の関係
Ｋ ａｔｓｕｎｕ ｍ ａ

8　10　12　1　 早熟　18　 ● ｉ

図．甲州ブドゥ果汁に含まれる前駆体３ＭＨの 推移(

小林ら､ 生物工学 第89 巻2011)

・ ３-ＭＨ

(３-ﾒﾙｶﾌﾟﾄﾍｷｻﾉｰﾙ)

，柑橘系の香り

ｊ 香りのピークがある

，早期＝香り高い

(フレッシュな酸)

，完熟＝香り少ない

(上品な滑らかさ,コク

複雑な味わい)

収穫時期によって

ワインのスタイルが

異なる
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選果 未熟な果実を取り除き、 品質を向上させる

シャトー･アンジェリュス(仏)、2011
28
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与 ”　

゛'` II呵｀
｣｣一重-- ●　･I・ 基本的には

農薬散布(殺菌剤)

・ 病気の多い年は

散布回数が増える

・ 暑い日は重労働

・ 隣接園に注意

病気に強いワイン用ブドウを育成中

4 ま ゛

・ ワイン用ブドウ栽培 に重要なこと

樹体を適正に維持する(整枝･剪定)

適期に適正な管理する(キャノピーマネージメント)

果実に十分な光を当てる(IBMP 軽減、着色向上)

健全な果実を生産する

30

栽 培 技 術 に よ っ て

……

茫 ﾋﾞｳ

芯 雲 な ぴ こt｡
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ワインつくりの特徴

細 か な 操 作 と 操 作 の 繋 が り が　

奥 が　　　　　　
出 来 栄 え を 左 右

|●　HIII ■I圃■III I㎜||III㎜|||㎜ ㎜㎜I ●|㎜-　

深 い

こ

｣　

つ く り を 経 験 で き る 頻 度 が 少 な し

― 仕上がり品質(
狙いの品質)

豆

重点志向

ど1自然（ﾌﾄ゚り゙幽ド:1
G 四 『 匹 凛　 ::

・IM ，

；

「:ａ芦こ」 叫?同 例］　
万万二 間 蝕 ｜

ぶどう

栽培

ド

Ｌ

飛躍する日本ワインとその現状

１。プドウの生育とワインの作り方

(ワインの質を決めるものは)

２．日本のワイン市場推移

３，注目される日本ワイン

４．世界のワインの状況は

ワ イ ン のつ く り かた

ワイン

醸造
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ω

○

醸造ぶどう

プドウの違い

生食用ぶどう

現在の主な国内ブドウ（ワイン用）栽培地

余市：ｹﾙﾅｰ､ﾋﾟﾉ
十勝：清美､耐寒品種
浦臼･中央部：ﾐ1ﾗｰ､欧州品種

且的に多：ドベル､ｷｬﾝﾍﾞﾙ､ﾅｲﾔ

北信:5ﾔS ド ネ､ｶﾍ'糾

塩尻･松 本：ﾒ剔】､ｼy斟 才゙

その他 ：])]-卜､ 月ｱ、ＭＢＡ

東 部(勝沼･一宮 等)：甲州､ＭＢＡ

西 部：ｼｬﾙ ﾄﾞﾈ、ﾒ艇]､加 肘゙ 、甲州

ＭＢＡ

神戸、 三木:ＭＢＡ､ｼｬ 朴゛1､ﾒﾙ【】

口
福岡、大分、宮崎、熊本

巨峰､ﾃﾞﾗ､ｼﾔﾙﾄﾞﾈ､ｷｬﾝﾍﾞﾙ､ﾒﾙ｛｝

｜

Ｍ

゛
　
　

゛

" 匹.XW･1

％ 皿

１ 匯り匹

¶し 皿

国内ﾜｲﾝ消費数量(KL) の推移

ｉ！ ｉ Ｈ § ｇｉ Ｈ Ｏ ｉ Ｈ Ｈ ｉ ｌ Ｈ Ｈ ｉ

ご卜=……､
……QJ

………l.､……-………`゛゛97 …………… ……･･"' ｀゙ i…………゙ '.･･｀･::･･.･･;　　　　　･･

' ……‘:‘　 国 内ﾜｲﾝ 消 貴 数 量 は
、

何 度 か のｱｰﾑ を 経 て 伸 張

ﾌﾞｰﾑ の 度 に 輸 入 りｲﾝ の 構 成(2013 年　70 ％) が 急 激 に 増 加

W

ワイン用原料ブドウの県別の使用状況（t）

tZ:1･
■山 象

●岩 手
・栃 木

]回

●北 淘道

●新 潟
●島 根

●長 野

●岡 山

●その他

●山 形

●宮 崎

L/人

2｡70
」

０ 。 ０ ０

.茫

万

･W. ら 浅I

2014 年 果実酒製 造業

状況 調査 （国 税庁）

回答176 社 （者）計

製造場 総搬入アド ウ量lt ］

全国20,192t

（＊）ﾜｲﾝ原料 使用量

19,010t

ｱﾝヶ-卜では，95 ％以上は自県内
で調達。

5％分は県を超えてやりとり
されている
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ワイン用原料プドウの品種別使用状況 （t）

2014 年 果実酒製造業状況調査（国税庁）
回答176 社（者）計 製造場総搬入アドウ量［t］全国20,192t

（＊）ﾜｲﾝ原料使用量19,010t

涸7293　　　　　3,
４ｓ９　　　　　

「
４２３　　　　 ●．

５１５

皆 禰ｒT ………

1,426　　　1,５43

・ 甲州

●コンコード

●セーペル

・ その・

幽ＭＢＡ

●キヤンベル

●カベルネ.Ｓ

２ ａ ）2

７ ０26

０

5
0
4
0
X
S
1
0
2
2
2
2
2
　

腎

●ナイアガ ラ

●メルロ

●ケルナー

●デラウェア

●シャルドネ

・ｹｳりｲﾀﾞﾙﾄ14゙

品種別 � ｔ

甲州 �3.492

ＭＢＡ �3074

ナイアガラ �2391

デラウェア �1543

コンコード �1426

キャンベル �1129

メルロ �1087

シャルドネ �973

セーベル �515

カベルネＳ �423
ケルナー �387

ツウ゛ｱｲｹﾞ ルトレーベ �293
その他 �3459

合計 �20192

ワイン製造業への新規参入者増

果実酒製造免許場数の推移

｢外｣｢特区｣｢試験｣除き

二
／

イ

2(Ｘ)52〔Ｘ〕6 2007 2(X18 2(X)9 2010 2011 2012 2013　　　　　　　　　　　　　

年

､製造者等の数（2013 年度末2014 年3月30日）
| 総免許場数453 場（試験製造免許等を含む）

山梨88 、長野33、北海道33、大阪19、新潟17、山形16　
製造者数408 者（複数免許者・複数免許場等ののべ数）
製造場数277 場（複数品目除き、最も果実酒が多い製造場数）

（最も実態に近い場数 主要免許場数277 場 ）

日本ワインを取り巻く最近の動き

S,211
」　　

゛ ？゙ 町゚
………|

新たな集積産地

コ
長野県ワイ ンヴァレ ー構想

塩尻ヴyﾚｰ 、千 曲川9゛ﾌﾚ 、ー天竜 ヴァト

Ｊ 北海 道 中部北 海道 余市

山梨県 北 杜 茅が岳 八ヶ岳

、7jjlT 脂冤皿ﾌ!|ぽ1･lｙT ¬フノ ……'…

…
…'l."ﾌ"'T　　11

栽培ブドウ品種の変化(2)
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日本ワインの消費量推移（推定）　

日本ﾜｲﾝの消費量推移（千ＣＳ）

＿

ノ

2(X)7　2 〔X18　2(X) ９　2 ０1０　2 ０11　2 ０12　2 ０13　2 ０1４

��対2008年�前年対比

�清酒 �92.00S �98.00S

�ワイン �146.40% �103.60S

�国内製浩ﾜｲﾝ�156.59% �101.50S
�口咄ｒｎｊｈ= � ｉＯＱｉｎ●乙�- ４．．，､。ｊ

2010年以降

回

口
日

日本ワインの消費増の背景（２）

～事業者の活動～

技術教育　ﾜｲﾝ 科学士の教育ア【】ｸﾞﾗﾑ編成

技術者訓練　Ｌﾉ0ｸﾞ（ﾜｲﾝ醸造技術管理士）の整備

海外 活動結果の展開

日 本ﾜｲﾝ]ﾝｸｰﾙ の活性化

企業 単位での海外]ﾝｸｰﾙﾍ の出品

こニニ ｜　法的整備 国内地理的表示を法整備
巨 ］　　　　　

製法品質表示の制定（「日本9ｲﾝ」を定義）
ﾝｽ７ﾑ　　　自治体単位 原産地呼称制度の整備

ｒ ヒi不ﾜりを甲心に學菜看､ 団体か連携し二 王 丑1 Σ １;
幽

日本ワインの消費増の背景（１）

～海外での評価が日本に流入～

２ － 紬| ≡ 】

喩 】 画一的ﾜｲﾝ評価響 聯 ７ ６ １

ｎ

？叩“゙聊1¶‥･一一一

３__　__　__　　　　　_ﾉi判曲か局iiる7¬･111

‾マ 』ボ をｒ弓示 ごら

ｌ訟ぽj

海外での日本ワインの評判

-Am6110rer la pr ｏｍｏtion

surle march6 mondial

徽 戸1
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医療用４Ｋカメラの実用化
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・ はじめにｰ

事業内 容
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スタート直後 の課題
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製品実現に向けたコア技術
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・ 事業内容の検討

【内 視鏡外 科手術 室 】

･消化器外科

･泌尿器外科

･耳鼻咽喉科

･産婦人科

･脳神経外科

･心臓外科

･整形外科

･形成外科

･眼科 ｅtｃ.

×

【顧 客 Ｖ Ｏ Ｃ 】

･質を上げたい

･成 功 率を高めたい

･標 準 化を進めたい

･医 療コストを下げたい･

効 率 化を図りたい ｅtｃ.
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��コンスーマBtoC � 医凍BtoB(BtoS)

�願客との対話に－ｽﾞ収集）� 自分も顧客の一人 � 医師との対話が必須

�新製品投入サイクル �1 年～2年 �4 年～8 年

�ﾏｲﾅｰﾁｪﾝｼﾞ　　　
ｱｯ ﾌ ｸ゚ﾞﾚｰ ﾄﾞ �

容易 � 困難（医療法規制上）

�開発ﾌﾟﾛｾｽ �
要求仕様が決まれば7Cﾗﾚﾙ 展開　

(要求仕様がﾊﾞｲﾌﾞﾙ) �

医療現場と対話しながら

シリアル展開　(
医師の声がバイブル)

�保守 � 次期製品分までのパーツを確保 � 製品ﾗｲﾌ 分のパーツを確保
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■ 事業内容の検討
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■ 製品実現に向けたコア技術

本システムの３大特長
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● 製品実現に向けたコア技術
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■ 製 品 実 現 に 向 け たコ ア技 術
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■ 製品実現に向けたコア技術
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■ 製品実現に向けたコア技術
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● 製品実現に向けたコア技術
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反 射してしまい、これによって写り込 みが発生 、

コントラストが低く色彩のぼやけた画像となる
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色にじみのない画 像が提 供できるとともに、

くもりの発生 抑 制にも貢 献

・ Ｓ

画像はイメージです
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■ 開 発 ～ 製 造 の課 題

開 発 初 期 段 階 から 直 面 し たこと …

言葉の問題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝

日本 語なのに伝 わらない､ 誤 解が起きる

1プ[]セスの問題

… …… 声任･ 情郷･モ邱 導れlg愚り込卿 聊? リl 聊 降 らない　

幕

両親会社の良いところ可視化してJVで活かし製品開発を実現

■ 今後の展望
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必 要な要素技術のトレントを作っている事業を親会社が持っている ．

●親会社で開発済みの技術や仕組みを担当している外科

医療領域へ転用しやすい

●担当している外科医療領域だけでは採算が取れない規模

の技術を早い時期に導入できる
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解 倣･色 域･ 処 瑶 達搾 等 、映 像処理 命 休 においてjtフォーマンスの向上

Ｓｏｎy:イメージング技術

Olympｕs:光学技術･医療事業ノｳハｳ

対物 レンズ
イメージ

センサー
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おなかに不安を感じた尹Ｔ

おな かの 病気やがんの疾患解

説､ 早期 発見の ために璽要な

がん検診について

内視鏡治療についてー

身体に負担の少ない内視篤によ

るさまざまな治療方法について

－ 内 視 鎬検 査 につい て

上 部(食道･胃･十二指腸)内視鏡、

大腸内視饒検査の受け方について

内視鏡 につい てもっと知りたい 方へ

内 視 鏡 の 歴 史､ 先 端 技 術､ 内 視 饒

の役 割､ 内 祝鏡 検 査Ｑ ＆Ａ など

内視鏡で見つける! 健康応援サイト｢おなかの健康ドットコム｣では、

一般の皆様に内視鏡検査について理解を深めていただくため､医師監修の下、

おなかの病気やがん検診､内視鏡による検査や治療に関する悄報捉供を行っています．
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エネルギー技術を。究める，

電気、熱エ ネルギー技術の革新の追求 により、

エネルギーを最も効率的に利用できる製品を創り出し、

安全・安心で持続可能な社会の実現に頁献します
。

寓士電機株式会社 ゛141-CC32 東京都品川区大崎1-Ｕ-2(ゲートシティ大鰐イーストタワー)TEL03-5435-7 ＵI
F 言 富士電機

首都圏中央自動市道

屯硬口:障
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